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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 

１ 会 議 名  阿木高等学校 学校運営協議会（第２回） 

 

２ 開催日時  令和５年１０月２３日（月） １３：３０～１５：００ 

 

３ 開催場所  阿木高等学校 会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

 

４ 参 加 者  会 長  本多 弘尚  中津川市教育委員会 前教育長 

        副会長  伊藤 孝道  本校同窓会長 

委 員  西尾 年正  阿木区長会長 

             渡邉 忠義  地域代表 

                     日下 陽子  本校育友会長 

             可知 幸作  交通安全協会 阿木支部長 

             石川 博章  阿木地区 社会福祉協議会会長 

             木村 良徳  阿木事務所 所長 

             加藤 里枝  阿木こども園 園長    （欠席） 

                                                 

              学校側   纐纈 斗一    校長 

                       坂本 康晴    教頭 

                          園原 哲弥    事務長 

             佐々木元明  教務主任 

             藤井 恵太  生徒指導主事 

             小池 匡哉  進路指導主事 

             河島 映美  生産科学科長 

             髙木 明美  総合生活科長 

                                                    

 

５ 会議の概要（協議事項） 

  

 （１）学校評価アンケートについて 

   意見１：アンケート結果から、少人数教育の特長を生かした丁寧な授業を実践 

している様子がうかがえる。本校の体験的な活動から生徒たちが学ぶ 

ことは多い。今後も本校の特色を大切にしてほしい。 

   意見２：昨年度よりも肯定的な評価（Ａ・Ｂ）が増えている。中でも、「本校 

       に入学できてよかった」と回答した生徒が 94％となっており大変喜ば 

しい。 



   意見３：教職員に対する項目についても高い評価を得ている。本日の授業参観 

においても、生徒たちが前向きに取り組んでいる姿を見ることができ 

た。 

  

 （２）生産科学科の取組について 

   意見１：小規模校では仲間と競い合って成長していく機会が少ないかもしれな 

いが、そば打ち選手権大会や農業鑑定競技など全国大会につながる活 

動に取り組んでいることが分かった。このような成長の場を大切にし 

てほしい。 

   意見２：農業現地視察など地域から学ぶ活動にも積極的に取り組んでいる様子 

が分かった。今後も地域との連携を大切にしてほしい。 

 

 （３）総合生活科の取組について 

   意見１：子ども園での実習や交通安全キャンペーンなど、地域に密着した活動 

に長年取り組んでいることに感心した。このような積み重ねが生徒の 

自信にもつながっていくはずだ。 

   意見２：社会福祉協議会としても日頃から本校と連携して福祉事業に取り組ん 

でいる。講習会の開催など、今後も情報を共有しながら協力していき 

たい。 

 

 （４）その他 

   意見１：授業参観の際に「本時の目標」を黒板に明示している授業があった。 

全ての授業で実践すると良い。 

   意見２：「生産科学科ニュース」や「ささりんどう」は写真も豊富で本校の取 

組や生徒の様子がよく分かる。これらを地域の回覧に入れてもらい広 

報に生かすとよい。 

   意見３：先日の芸術鑑賞会では劇団四季の舞台を鑑賞でき、子どもがとても感

動していた。保護者としても、子どもが一流の芸術に触れられたこと 

に感謝している。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・学校評価アンケートでは、生徒および保護者から概ね高い評価を得ている。 

・アンケートで「わからない」という回答が多かった項目については課題として職 

員で共有し、今後の学校運営に生かしていきたい。   

・地域連携を通じた取組と、その積み重ねによる生徒の成長という観点からの意 

見が多かった。 

・委員より提議された次の２点について取り組む。 

    ①全ての授業で「本時の目標」および「まとめ」を生徒に明示する。 

   ②「生産科学科ニュース」および「ささりんどう」を地域広報（回覧）に依頼す 

る。 

・より良い学校づくりを進めるために、地域との連携を大切にしながら今後も継続 

的に意見を募っていく。 

 


